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研究成果の概要（和文）：日本企業の売上データに関し、当初研究計画に沿って、1) 詳細釣合

則の確認、2) 成長率分布の形状より非ジブラ則を解析的に導出、3) 実データにおける非ジブ

ラ則の実証的確認、の３点を実行し、利益データと異なる非ジブラ則を発見した。さらに、売

上データのように、成長率分布が両対数軸で曲線的になる場合の一般的な非ジブラ則を解析的

に導き、売上データで観測される非ジブラ則が、その中に含まれる事を発見した。また、成長

率分布の形状と非ジブラ則には密接な関係があることを解析的に示し、対象としている量が利

益のように正負値をとるか、売上のように正値のみをとるかで成長率分布の形状が決定される

事を、数値シミュレーションにより明らかにした。 

 
研究成果の概要（英文）：By employing sales data in Japanese firms, we obtain following 
three results. 1) The confirmation of the detailed balance. 2) An analytical derivation 
of Non-Gibrat’s law from the figure of the growth rate distribution. 3) The confirmation 
of Non-Gibrat’s law by using empirical data. Furthermore, we find that sales data follow 
Non-Gibrat’s law different from Non-Gibrat’s law which is observed in profits data. 
We analytically derive the general form of Non-Gibrat’s law observed in growth rate 
distributions which have a curvature like sales data. This description contains 
Non-Gibrat’s law observed in sales data. At the same time, we analytically clarify that 
the figure of the growth rate distribution is closely related to Non-Gibrat’s law. And, 
by using numerical simulations, we exhibit the difference between two types of the growth 
rate distributions, the one of which is observed in both positive and negative data such 
as profits, and the other of which is in non—negative data such as sales. 
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１．研究開始当初の背景 
 経済学的データが高額域で冪分布に従う
ことは 100 年以上前から知られており、その
モデルも数多く提案されてきた。その状況下
で研究開始の数年前、特定のモデルを仮定し
なくても、高額域に観られる詳細釣合則とジ
ブラ則から冪分布が導かれることが藤原氏
らにより示された。ジブラ則とは、連続した
年のある経済学的データを(x1, x2)としたと
き、成長率 R=x2/x1 の条件付き確率分布
Q(R|x1)が初期値x1に依存しないことを言う。 

その後、本研究代表者により以下が示され
た。中額域では詳細釣合則が観られる一方で
ジブラ則は成立せず、代わりに Q(R|x1)の x1

依存性に法則（非ジブラ則）があり、詳細釣
合則と非ジブラ則より対数正規分布が導か
れる。また、両対数軸で成長率分布が直線的
になる場合、非ジブラ則の表現は一意である。
この研究により、中額域のデータを精度よく
近似する対数正規分布の理論的根拠が明ら
かにされた。以上は、日本企業の利益データ
を用いて示された。 

さらに、系が平衡状態（詳細釣合則が成立）
にあり分布関数が定常的になる上記の議論
を、準静的な系（詳細準釣合則が成立）に拡
張し、準静的に変化する分布関数を記述でき
ることも示された。この分析は、日本の公示
土地価格データを用いて行われた。 

 
２．研究の目的 

企業規模など経済に重要な量を扱う際、経
済の準静的な変化と企業規模による成長率
分布の違いを考慮することは非常に重要だ
と考えられる。１．に記述された研究は、企
業利益と公示土地価格に関して特定の近似
の基で確認された結果であり、利益以外の企
業規模量に関して分析を進めるのが、本研究
の第一目的である。さらにその応用として、
経済の準静的な変化や企業規模による成長
率の違いを考慮した信用リスクの研究に取
り組む。 

 
３．研究の方法 

本学図書館および研究室に所蔵されてい
る、日本の企業情報データベース“CD Eyes(東
京商工リサーチ)” や“法人申告所得データ
ブック(ダイヤモンド社)” などを用い，企
業利益・公示土地価格にて確立した分析を資
本・売上・所得・従業員数などの企業財務デ
ータに適用する。具体的には、各データが存
在する年について以下の分析を行う： 
(1) 同時確率分布 P(x1, x2)を観測し、詳細釣

合則あるいは詳細準釣合則の成立を確認
する。 

(2) 成長率分布 Q(R|x1)の形状より、非ジブラ
則を解析的に導出する。 

(3) 実データにおいて規模 x1 による成長率
分布の違いを測定し、非ジブラ則を実証
的に確認する。 

(4) 詳細釣合則あるいは詳細準釣合則と非ジ
ブラ則から各量の確率分布を解析的に導
出し、実データとの整合性により(1)～
(3) の無矛盾性を確認する。 

さらに、以上により得られた『年毎の』『企
業規模に応じた』『企業財務データにより異
なる』各成長率分布を考慮して、主として金
融機関にとっての信用リスクを評価する。 
 
４．研究成果 
 経済産業研究所所蔵のデータベースを用
い、以下の成果を得た。 
(1) 利益データと同様、売上データにも高額

域および中額域にて時間反転対称性（詳
細釣合則）が成立している。 

(2) 利益データの成長率分布は両対数軸で直
線的になるが、売上データの成長率分布
は両対数軸で曲率を持つ。その効果を取
り入れるため、曲率を持つ成長率分布か
ら導かれる非ジブラ則の一般形を解析的
に導いた。 

(3) 売上データの中額域に観られる非ジブラ
則が、(2)で導かれた非ジブラ則の一般形
に含まれることを示した。 

(4) 成長率分布の形状は、利益データのよう
に両対数軸で直線になるもの、売上デー
タのように両対数軸で曲率を持つものの
２つに分類される。その形状と非ジブラ
則には密接な関係があることを、解析的
に示した。 

(5) 対象とするデータが、利益のように正負
値をとるか、売上のように正値しか取ら
ないかで、成長率分布の形状が異なるこ
とを数値シミュレーションで示した。 

 本学所蔵のデータベースには網羅性に問
題があり、当初研究計画を進めるには限界が
あった。そのため、経済産業研究所所蔵の網
羅性が高いデータベースを用い、上記の研究
成果を導いた。さらに２０１０年より、網羅
性と共に詳細性も兼ね備えた一橋大学所蔵
の企業財務データを利用して、資産や従業員
数に加え、企業や国にとって最も重要な量で
ある付加価値や技術力を算出できるように
なった。また、同じく一橋大学所蔵の世界各
国の企業財務データを用い、様々な国のデー
タも分析可能となった。 

新たに利用できるようになった、詳細で網
羅的な日本および世界各国の企業財務デー
タを用い、当初想定した以上に様々な企業規
模量を考慮した統計的信用リスク評価が可
能となった。そして、その分析には当初想定
した以上の時間が必要だと判断した。また新
たなデータベースを利用すれば、信用リスク



 

 

評価に加え、企業や国の成長を統計的に議論
できると考え、研究計画を再構築し「企業の
成長を決定づける企業規模量に関する研究
とその応用としての企業の成長戦略（研究課
題番号：24510212）」として新しい研究を開
始した。 
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